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ろです。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 ぜひ公共複合施設整備事

業についてはＰＰＰ、ＰＦＩ、コンセッション

事業についてぜひ実現できればなと思っており

ます。 

 国の制度で可能性調査の補助制度もあります

ので、自前で検討するのはいいんですが、活用

して調査事業を行えばさらに深まると思います

ので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 じゃあ市長のほうからお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 申しおくれてしまいましたけど

も、実は今年度、国土交通省の都市計画関係の

補助事業を受けようと２つ申請をしておったん

ですが、残念ながら１つだけしか申請を受けら

れなかったんですが、地域プラットフォーム形

成支援事業ということで、これは国土交通省が

直接やるんですが、官民連携事業を積極的に国

も推進しようということで、その支援事業に私

ども長井市が採択を受けることが決定しました

ので、これ２年間受けられるんですよね。具体

的に事業が煮詰まった段階でいろいろ民間との

打ち合わせを国のほうからも支援いただいて行

うということでございますんで、申し添えたい

と思います。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 可能性調査については、

ぜひ期待したいと思います。 

 これで質問は終わります。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 ここで昼食のため、暫時休憩い

たします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時００分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 内谷邦彦議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位３番、議席番号４番、

内谷邦彦議員。 

  （４番内谷邦彦議員登壇） 

○４番 内谷邦彦議員 創生会の内谷邦彦です。

通告に従い、質問いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

 昨今、長井工業高等学校を志望する生徒の数

が減っていることに関し、私も長井工業高校の

卒業生の一人として、また長井市の将来を考え

たときに大きな問題ではないかと考えておりま

す。 

 現状を見てみますと、平成29年度入学、機械

システム科、定員40人に対して志願者、合格者

29名で倍率0.73、電子システム科、定員40名に

対して志願者、合格者23名で倍率0.58、福祉生

産システム科、定員40名に対して志願者、合格

者22名で倍率が0.55。平成28年度入学、機械シ

ステム科、定員40名に対して志願者42名、合格

者40名で倍率1.05、電子システム科、定員40名

に対して志願者24名、合格者25名で倍率0.60、

福祉生産システム科、定員40名に対して志願者

34名、合格者35名で倍率が0.85。過去５年間の

統計では、機械システム科、定員40名に対して

37.4名で倍率0.93、電子システム科、定員40名

に対して25.2名で倍率0.63、福祉生産システム

科、定員40名に対して30.6名で倍率が0.76。全

ての学科で定員割れが発生しており、特に電子

システム科の志願者が少なくなっています。 

 また、平成28年度の学校要覧によりますと、

在校生の出身地について、在校生276名のうち
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長井市157名、56.88％、白鷹町40名、14.5％、

飯豊町25名、9.05％、ほか小国町、南陽市、川

西町、高畠町、米沢市54名、19.57％。また、

卒業生の進路状況を確認しますと、平成27年度

卒業生、就職希望者68名で、長井市内企業17社、

白鷹町３社、飯豊町６社、南陽市４社の各企業

に、平成28年度就職希望者61名で、長井市内企

業16社、白鷹町５社、飯豊町４社、南陽市６社

の各企業に就職しており、長井市を初め近隣市

町の企業へ人材を供給する大切な高校ではない

かと考えております。 

 長井工業高等学校に関しては、1994年から95

年に校舎の老朽化と県の公立高校クラス数削減

方針が相まって廃校が具体的に検討され、長井

工業高校ならではの存在感を示さない限り存続

は難しい状況に陥り、長井工業高校を再生、活

性化し、存続させるための活動も始まり、山形

県立長井工業高等学校建設促進期成同盟会が発

足し、さまざまな活動により現在に至っており

ます。 

 ものづくりのまちとして、その人材を供給す

べき長井工業高等学校へ進学を希望する生徒が

減っていることについて、すぐにでも具体的な

動きをする必要があると思います。 

 今、長井工業高等学校を志望する生徒数が減

っていることについてはさまざまな要因がある

と思いますが、教育長はどのように考えている

のか伺いたいのですが、いかがでしょうか。 

 先日、長井工業高等学校の小関校長と面談す

る機会があり、入学志願者が減っていることに

ついて話を伺ってきました。小関校長も非常に

危機感を持っておられました。 

 では、要因として何が上げられるのかと話に

なり、最初に考えられることは、長井工業高等

学校の実情が知られていないのではないか、何

を学び、どのようなおもしろさがあり、将来に

向かってどのようなことができるのか、そのこ

とを今の中学生に十分に情報として知らせてい

るのか、それが一番の問題ではないかとの話に

なりました。 

 以前には、長井工業高等学校の関係者が各中

学校に訪問し、長井工業高等学校はこんなとこ

ろですといった紹介を行っていた時期があった

と聞いております。やはりこの活動を復活させ

ることが長井工業高等学校をより身近に感じ、

内容を知ってもらい、興味を持ってもらうこと

が重要で大事なのではないでしょうか。 

 小関校長の話では、庄内地区では各中学校に

地域の高等学校が訪問し、学校説明会が開かれ

ており、その場でさまざまな情報を与えている

との話がありました。このような機会をつくる

考えは教育長にあるのでしょうか。 

 また、中学校の進路指導を担当しておられる

先生は、長井工業高等学校の各科の内容につい

てどの程度知っているのでしょうか。高校の普

通科であれば特に周知する必要はないかもしれ

ませんが、長井工業高校の機械システム科、電

子システム科、福祉生産システム科ではどのよ

うなことについて学び、将来どの方向に進める

のかと生徒に問われた場合、的確に説明できる

のでしょうか。また、教育委員会として指導も

しくは確認されているんでしょうか、教育長に

お伺いします。 

 ３月の定例会で五十嵐議員より、地元企業の

よさ、正しい情報を見聞きする機会を設けるべ

きとの質問があり、教育長の回答は、本市には

ものづくりで実績を上げてきたすばらしい地元

企業がたくさんあり、企業のよさを子供たちに

伝えることは大きな意義がある、中学３年生に

なると職場体験活動を位置づけまして、生徒た

ちがさまざまな職場に出かけ、職業観、人生観

を学ぶ貴重な機会となっているとしております

が、昨年度、南中学校、北中学校３年生が職場

体験をした企業先、職種、受け入れ企業数、受

け入れ数について伺いたいのですが、いかがで

しょうか。 
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 また、受け入れ先については、生徒の保護者

が手配するのか、または学校で手配するのか、

どちらが多いのか教えてください。 

 以前は市内企業の協力もあり、さまざまな職

場に行かれていたようですが、今では企業側で

もけがをされてしまうことを恐れ、保険に加入

したりする必要があり、煩雑な作業になること

から、今では主にサービス業の職場体験になっ

ているのではないでしょうか。どのような製造

業の企業が長井市にあり、何をつくっているの

か、つくった部品が完成品となった製品のどの

部分に使われているのか全然知らない。知らな

いために興味を持たない状況ではないでしょう

か。以前は市内中心企業としてマルコン電子株

式会社があり、関連企業が多数市内にあったた

めに親が勤めている子供がたくさんいて、自然

に企業の名前が子供たちの耳に入っていたので

はないでしょうか。今ではその状況も皆無とな

ってしまっているのではないでしょうか。 

 市内の中学からの志願者をふやすことについ

て質問させていただきましたが、一方、市外か

らの入学志願者をふやす方策についてどのよう

に考えているんでしょうか。 

 荒砥高校では、入学者に対して町で入学準備

金として支援しているとの話を聞いております。

荒砥高等学校については、立地の関係、問題は

あっても、総合学科として新しい方向を模索し

ており、また行政から入学準備金を支給するな

どにより入学志願者をふやす取り組みがされて

いますが、このことについて教育長はどのよう

に考えておりますか。 

 長井工業高等学校の入学者減少は、人口減少

に関しても大きな要因の一つではないかと私の

個人的な意見として考えております。長井市内

中学生が多く進学している長井高等学校に関し

ては、進学校としての位置づけもあり、ほぼ他

県に進学のために行ってしまいます。先日、中

学校の教諭と話す機会があり感じたんですが、

高校教育が終わり、進学し、長井市を出ていっ

て４年後に戻ってくることを考える子供たちは

どのくらいいるのでしょうか。このような件に

ついて調査を行ったことがあるんでしょうか。

あった場合伺いたいんですが、いかがでしょう

か。 

 小学生や中学生に対して、市内企業の内容や

実情、長井市としての魅力、都会に負けないよ

うな魅力をさまざまな方々の力をかり、子供た

ちに正確に伝える必要があるのではないでしょ

うか。長井市や長井市の企業に魅力を感じるこ

とにより、一方で長井工業高等学校に進学し、

地元企業に就職する、他方で大学や専門学校へ

の進学によりさらなる先進技術を学び、長井市

の企業に戻ってくることが選択肢として出てく

るのではないでしょうか。 

 また、先日の全員協議会、長井市の平成30年

度長井市重要事業要望書（案）が示され、その

中に県立長井工業高等学校への専攻科の設置に

ついてとして、また産業・建設常任委員会協議

会においても同様の件について説明があり、入

学志願者の減少について、平成25年度の県内高

等学校の定員数見直しで環境システム科が廃止

され、選択肢が少なくなったことも一つの要因

として上げられ、現状の課題である本市企業の

人材不足や少子化などによる学生数減を解決す

るため、入学者にとって魅力ある工業高校を目

指し、高度化する学びに対応する専攻科の設置

が求められ、当校がプロジェクトとしてかかわ

ってきたロボット産業に関係し、また市内企業

からの関心も高く、今後産業界で成長が期待さ

れるＡＩ分野などの専攻科の早期設置を要望と

して上げられております。 

 入学者減少に対して、卒業生として非常に危

機感を持っておりましたので、県に対して重要

要望事項として上げられたことは危機感が共有

でき、よいことだと思いますし、要望が達成で

きるよう協力していきたいと思いますが、県で
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発行している県立高校教育改革実施計画により

ますと、中学校卒業者数の減少に対応するため

に計画的に入学定員を減少しますとし、平成25

年に置賜農業高校飯豊分校の募集停止、荒砥高

等学校普通科を総合学科に改編、長井工業高等

学校工業科１学級減、平成26年、米沢商業高等

学校商業学科１学級減、平成28年、米沢工業高

等学校工業科１学級減としており、今後の南学

区の卒業生の推移予測では、平成30年で前年よ

り121名減少、平成31年で前年より35名減少、

平成32年で前年より33名減少、平成33年で前年

より143名減少となっており、平成29年と比較

し平成33年には332名減少してしまう予測とな

っております。 

 また、平成29年３月の改訂版では、１学年当

たり４学級を下回る単独校について当面は単独

校と維持しながらも、さらに小規模化が懸念さ

れる場合には他学科との再編を検討しますとあ

り、厳しい状況と思いますが、さまざまな手段

を使い、長井工業高等学校の専攻科の設置を実

現していただきたいと考えます。 

 県立長井工業高等学校への専攻科の設置の件

について一部不明部分があり、教えていただき

たいので、よろしくお願いいたします。 

 産業参事に伺います。現行の高校教育３年の

後、さらなる上位の位置づけとして専攻科を設

け、２年間勉強し、短大の資格を得られるとし

ておりますが、参考となるような学科を持って

いる専門校は全国にあるのでしょうか。あるの

であれば、わかれば教えてください。 

 また、現在の市内企業内でロボット産業に特

化した企業は何社あり、専攻科ができた場合、

卒業生の受け入れ先について調査、確認されて

いるのか教えてください。 

 次に、観光案内電柱広告掲出管理業務委託料、

平成28年度、29年度予算61万7,000円について、

産業参事に伺います。 

 電柱広告で確認しましたら、電柱広告につい

ては、製作、掲出、管理全てＮＴＴ関連会社も

しくは東北電力関連会社が行っているようです。

国道287号線やまちなかに設置されていますが、

委託はいつから始まり、委託している電柱の本

数は何本になるのか教えてください。また、現

状どのような状況になっているのか確認したこ

とがあるのか教えてください。 

 豊田地区、泉地内の電柱広告は、印刷が薄く

なっていて何が書いてあるのかわからない状況

となっておりますが、このまま継続するのか。

設置した当時には車で来られる方が迷わないよ

うに電柱広告を設置する意味はあったと思いま

すが、現在、自家用車で長井市に来られる方は

カーナビゲーションを使われて来る方がほとん

どではないかと思います。その道案内として設

置している国道沿いの電柱広告についての役目

は終わっているのではないでしょうか。逆に、

薄くなって何が書いてあるか読めない、一部だ

け判別できる広告は、観光客に余りよい印象を

与えないのではないでしょうか。また、市内に

も電柱広告がありますが、こちらも目的は車で

来られた方を対象にしているのではないか。現

在、まちなか歩き観光を推進するのであれば、

まちなか歩きに適した広告看板や道案内表示が

必要なのではないかと私は考えるのですが、産

業参事はどのように考えるのか教えてください。 

 年間の委託料は61万7,000円となっています

が、薄くなっていて何が書いてあるのかわから

ない広告では、効果金額として考えた場合、逆

にマイナスになってしまっているのではないで

しょうか。電柱広告について、今後も設置する

のであれば、何を目的とし、どこに設置するの

か再度考えるべきと考えますが、いかがでしょ

うか。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 ただいまご質問いただいたこ
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とにつきまして、お答え申し上げたいというふ

うに思います。 

 まず初めに、長井工業高等学校の志願者が減

っている要因についてどう考えているのかとい

うことでございますけれども、私も長井工業高

等学校につきましては、長井、それから西置賜

地域のものづくりを支える人材を育成するため、

極めて重要な役割を果たしている高等学校であ

るというふうに考えてございます。しかし、内

谷議員ご指摘のとおり、ここ数年、長井工業高

等学校への志願者が減ってきてございます。こ

の要因についてはさまざまあろうかと思います

が、まず一番大きな原因は、全体的な生徒数の

減少、やはりこれが一番大きな要因であろうと

いうふうに思います。それから、これは南北中

の校長先生ともこのことについて何回か話す機

会があったんですが、その中で出てきた理由の

一つとして、中学生の進路決定の先送り傾向が

最近強いのではないかというふうなことが話題

になりました。つまり、親と相談をしながらも、

とりあえず普通科に進んで、そこでその先の進

路を考えてみようという生徒が割合的に多くな

ってきたのではないかということでございます。

それから、議員先ほどご指摘のとおり、長井工

業高等学校の魅力であるとか特色、これが本当

に中学生にちゃんと伝わっているのかといった

ことについても十分ではないのではないかとい

うこともあろうかというふうに思ってございま

す。 

 続きまして、庄内地区から来られた校長先生、

小関校長先生でございますので庄内地区の話を

されたというふうに思いますけれども、地区の

高校が各中学校に訪問して学校説明会を開催し

ているのかということでございますが、これに

つきましては、長井市内の両中学校において、

親子進路説明会としまして５月と10月ごろ、年

２回開催しているところでございます。そして、

２回目の10月には、置賜地区の公立校11校ある

わけでございますけれども、公立校と、それか

ら私立の高校の先生方をお招きいたしまして、

各学校の特色、教育の特色などについて説明を

していただいているところです。また、その際

に卒業生に学ぶということで、実際に何名かの

高校生にも中学校に来てもらって、高校生活に

ついて話をしていただいているところでござい

ます。 

 それから、中学３年生が実際に高校に行って、

何か模擬授業というふうなことがあるのかとい

うことでございますけれども、これにつきまし

ても、いわゆるオープンスクールと、日本語で

いえば体験入学ということになろうかと思いま

すけども、ちょうど夏休みの時期から10月ぐら

いまで、これは各学校によって時期は違うんで

すが、体験入学というのも各学校設定していた

だいております。これには多くの生徒が参加し

てございます。学校のほうの指導としては、で

きるだけ多くの学校に行きなさいと、特に市内

の学校については行ってみなさいということで

指導をしているところでございます。 

 なお、長井工業高校の昨年度の体験入学、オ

ープンスクールの参加者でございますけれども、

南北両中学校合わせまして77名が参加している

ところでございます。 

 それから、進路決定にかかわって西置賜地区

全体でつくる先生方の研究会といいますか、現

職教育協議会というのがあるんですが、その中

には進路指導専門部会というものがございます。

そこで県内の高校の情報をまとめました進路選

択の手引というのを毎年度作成しまして、西置

賜地区の全ての中学３年生に配付しているとこ

ろでございます。それをもとにしながら、各学

校の特色であったり、どういう内容を学ぶのか、

あるいは卒業後どんな進路があるのかなどにつ

いて、それをもとに学習し、３者面談などでも

活用いただいてるということでございます。 

 それから、３つ目のご質問の各中学校の進路
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指導担当教諭について、長井工業高校について

の知識は十分なのかというご質問でございます

けれども、まず、進路指導担当教諭は当然中学

３年生の全体を担当する大変責任ある立場でご

ざいます。その進路指導担当教諭につきまして

は、ちょうど入学説明会、各中学校の担当者を

集めての各高校ごとの説明会がございますので、

それに参加し、どういう学科でどういう学習を

するのか、どういう資格が取れるのか、さらに

は卒業後の進路はどうなのかといったことにつ

いて説明を受けてきてございます。この説明会

に参加して、そして自分の学校に戻り、学級担

任等々と情報を共有しながら、生徒や保護者に

丁寧に説明をすることというふうにしてござい

ます。したがいまして、長井工業高校について

の知識につきましては、進路指導担当者は十分

とは言えないまでも、一定程度は持っているの

でないかなというふうに認識しているところで

ございます。 

 それから、４番目のご質問でございますけれ

ども、中学生の職場体験についてのご質問でご

ざいました。本市の職場体験は、３つ狙いにし

て実施しているところでございます。１つは、

実際に職場で働く体験を通しまして自分の将来

であるとか生き方に対する関心を高めるという

のが１つの狙いです。それから、２つ目の狙い

としましては、地元の企業、職業について理解

を深めて、働くことの意味、喜び、あるいは厳

しさなどを感じ取らせるというのが２つ目の狙

いでございます。それから、３つ目につきまし

ては、職場体験活動を通じまして礼儀であると

か規律、それから言葉遣い、いわゆる社会生活

に必要なルールやマナーを体得する、この３つ

を狙いとして実施してございます。 

 職場体験を進めるに当たりましては、長井商

工会議所の専務理事初め建設部長、工業部長、

商業部長など、それからＪＡおきたまの支店長、

それから市の子育て推進課長、それから商工観

光課長、それから各中学校のＰＴＡ会長の方々

にキャリア教育推進員というのを務めていただ

きまして、市内の多くの関係企業・機関、それ

から事業所に受け入れの働きかけをしていただ

いているところでございます。 

 昨年度の体験企業数でございますけれども、

昨年度の場合、98の企業や事業所に受け入れを

していただいてるということでございます。業

種につきましては、製造業、それから建設関係、

サービス業、それから病院、消防署、市役所な

どの公共機関、それから教育関係、福祉関係な

どさまざまでございます。１事業所当たりの受

け入れは、１ないし３名というところがほとん

どでございますけれども、事業所によりまして

は多いところで10名受け入れていただいている

というところもございます。 

 それから、５番目のご質問でございますけれ

ども、職場体験の受け入れ先は誰が手配するの

かということでございますけれども、受け入れ

先の手配につきましては、依頼書を教育委員会

で作成してございます。そして、南北中学校の

それぞれの学校地域コーディネーターという、

いわゆる学校と地域をつなぐ役割の専門家がお

りまして、その方が合計130の事業所に依頼の

文書を送付してございます。その後、地域コー

ディネーターが受け入れ可能な事業所について

取りまとめまして、生徒に希望をとり、調整し、

体験する事業所を決定していくという流れにな

ってございます。 

 今年度につきましては、現在各事業所から受

け入れの回答をいただき、各中学校のコーディ

ネーターが現在調整をしているというところで

ございます。 

 それから、６番目のご質問でございますけれ

ども、白鷹町で行っているような入学準備金等

の支援についてどう考えるのかということでご

ざいます。 

 議員ご発言のとおり、白鷹町では県立荒砥高
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等学校への入学者に対して、町内からの入学者

のみならず、町外からの入学者にも入学準備金

として１人当たり７万円を支給してございます。

このことによって入学者数の減少傾向に歯どめ

をかけようというふうな取り組みだというふう

に思いますけれども、入学志願者をふやす取り

組みとしては一つの方法であるというふうに思

います。 

 ただ、長井市として同じような対応がとれる

かというふうなことでございますけれども、市

内には２つの高等学校があるわけでございまし

て、どちらかにだけという、そういう対応とい

うのはなかなか難しいのではないかなというふ

うに考えてございます。 

 ただ、何らかの手を打っていかなければ志願

者の増にはつながっていかないわけで、とりわ

け長井市以外の中学校のＰＲにつきまして、長

井工業高等学校の校長さん初め先生方に頑張っ

ていただきたいと思いますけども、教育委員会

としても長井工業高等学校さんの取り組みに積

極的に協力してまいりたいというふうに思って

るところでございます。 

 それから、７番目のご質問で、高校教育修了

後、他県に行った生徒が４年後に長井に戻るこ

とについての意識調査みたいなことをしたこと

があるのかということのご質問でございますけ

れども、まず大変申しわけないんですが、長井

市教育委員会としては管轄が異なるということ

もありまして、意識調査等は実施してございま

せんけれども、長井市内の長井工業高校と長井

高校の両校に照会をさせていただきました。ま

ず、長井工業高等学校につきましては、意識調

査はしておらないそうですけども、大学、短大、

それから専門学校に進学した生徒の約50％、人

数にすれば15名前後ということでございますけ

れども、50％が地元に戻ってきているというこ

とでございました。長井高校につきましては、

同じく照会かけさせていただいたところ、こち

らでも意識調査はしておらないということでご

ざいましたけれども、今年度は市役所、それか

ら長井市内の金融機関、それから小・中学校の

教員になっている生徒がこちら10数名いるとい

うことでございました。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 専攻科の設置の参考となる

学科を持っている専門校は全国にあるのかとい

うご質問でございますが、まず、平成28年度の

学校基本調査によりますと、専攻科のある高校

数は全国で135となっております。そのうち公

立高校は68校となっております。その内容を見

てみますと、圧倒的に看護、あるいは水産系が

多く、工業系はわずかであります。 

 このたびの長井工業高等学校の専攻科設置に

ついては、本市の産業振興をご指導いただき、

同校の企業連携を全国に紹介していただいた明

星大学の関 満博教授にアドバイスをいただい

ておるところでございます。 

 長井工業高等学校は、平成13年の改築に際し

て、地域企業などから成る市民運動を展開して

まいりました。その過程で企業との連携が生ま

れ、全国に先駆けた技能検定や地元企業との共

同研究、多くのプロジェクトが推進されました。

そして、これらの成果によりまして、同校は平

成21年にものづくり日本大賞を受賞して、全国

から注目されたところでございます。 

 この長井工業高校を北上市の黒沢尻工業高校

などが視察されました。現在は黒沢尻工業高校

のほうで専攻科が設置されまして、技能検定２

級などの高位の資格取得を目指す成功例として

知られているところでございます。 

 今回はさきにご説明しました関教授のご紹介

もあり、黒沢尻工業などを参考にしたいと考え

ております。 

 内容については、それぞれの立地企業の背景

や目指す産業も異なりますことから、今後企業

と協議して検討してまいりたいというふうに考
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えております。 

 もう一つ、市内の近隣にロボット産業などに

特化した企業が何社あり、受け入れ先について

調査、確認されているかということにつきまし

てですが、長井工業高校で想定しております、

授業の中にもちょっと入れておりますが、Ｉｏ

ＴあるいはＡＩの分野、特にＩｏＴというもの

が実現しようとしております社会とか産業につ

いて、言葉は普及してますが理解がちょっとま

ちまちかなというふうなことで、ＩｏＴという

ものをちょっと確認させていただきたいと思い

ます。 

 ＩｏＴというのは、モノのインターネットと

いうふうに訳されます。つまり、商品とか工業

設備などのものがセンサーとインターネットを

通じてつながると。そして顧客が製品やサービ

スをどう使い、何をしようとしているかを即座

に把握して、モノを介した体験を提供できるよ

うにする社会、そういった産業を目指すという

ことだそうであります。 

 こうした社会や産業の実現には、ＩｏＴを実

現するセンサー、あるいはインターネットの仕

掛けをつくる技術、そしてＩｏＴを産業上で使

う技術、この両方が、双方が必要であると思わ

れます。工場では設備にセンサーを取りつけて、

それらの情報をフィードバックさせて稼働状況

の最適化を図っていくと、こういったことが双

方の技術に当たってくるというふうに考えられ

ます。 

 したがいまして、専攻科で想定していますＩ

ｏＴの活用場面、これは必ずしもロボット産業

に特化する必要はないと思いますが、学習方法

としてはセンサー類と制御、そして製造と活用、

この双方を扱えるロボットの例えばこれまで長

井工業で取り組んできたマイクロマウスなどの

技術、こういったものが最適な教材であるとい

うふうに考えるものであります。 

 市内の企業を見てみますと、実際にセンサー

とか制御を駆使した専用機、あるいは省力化機

械、こういったものを製造する企業、例えば吉

田製作所さんであるとか山口製作所さん、フュ

ーメックさん、多数ございます。そして、生産

工程で省力化機械であるとかセンサーなどを使

用している企業はそれ以上にありますので、活

用場面は多くあるのではないかというふうに考

えております。 

 また、専攻科の卒業生受け入れについてであ

りますが、企業の調査はまだ行っていませんが、

専攻科の設置については以前から企業との懇談

の中で話題になっておるものでございます。今

回も会合などでいろいろご意見を伺っておると

ころであります。今後は以前校舎改築を目指し

た平成７年度のような動き、企業などに参加い

ただき、そして組織化しながら親御さんの意見

なども聞きながら、まとめていくことになるか

なというふうにも思っております。 

 次に、大きな２番目ですが、観光案内電柱広

告についてでございます。 

 最初に、電柱広告の委託についてということ

で、現在更新管理を委託しているものは平成元

年からでありまして、平成28年度は92本を委託

しているということでございます。 

 それから、２つ目、現状の確認についてです

が、一斉に現地確認を実施したのは平成24年で

ございます。 

 内容変更の看板については、設置時に現地確

認しておるところでございます。平成28年度の

時点で、議員おっしゃるように文字の薄れてい

て、ちょっと読めないというふうな部分も認識

しておりますので、今年度には、まず対象本数

を確認しながら、管理委託した看板については

今年度のうちに調査の上、更新をしたいという

ふうに考えるものでございます。 

 それから、３番目の電柱広告の目的について

ですが、これはやはり車で来られる観光客の方

への道案内の役目、これが大きいと思っており
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ます。裏表２枚１組の掲出というふうになって

いるということで、市内の観光に関する取り組

みを紹介する役目も持っているというふうに考

えております。 

 その書いてある一例を挙げますと、黒獅子の

里長井とか、山形おきたま花回廊キャンペーン、

あと、あやめ公園の案内であったりということ

がございます。 

 また、観光以外で訪れた方への観光スポット

の紹介、そして歓迎の雰囲気を表現するための

掲出、これも意味はあるのではないかというふ

うに考えるものであります。 

 それから、まちなかの電柱広告は道案内広告

とすべきということでありますが、この掲示の

位置からすると、やはり車からの目線を意識し

たものというふうに考えております。まち歩き

観光については、地番表示などもなされている

ので、道案内、そして目印として活用できるの

ではないかと思います。 

 あと、まち歩きのための看板としては、歩行

者用に設置しております茶色の案内看板、あと、

フットパスのコースを示している枕木を生かし

たサイン標識などもございます。それらとあわ

せて観光客の方にわかりやすい案内となるよう

に考えてまいりたいと思います。 

 あと、最後に、設置の内容を再検討すべきと

いうことでございます。この点については、再

検討をしていかなければならないというふうに

考えるところです。特にその掲示する内容であ

るとか、あと、どこに設置していくか、効果的

にできるように内部でも検討しながら、より有

効なものとなるように努めてまいりたいと思っ

ておるところです。以上になります。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 丁寧な説明ありがとうご

ざいました。 

 教育長にお伺いしたいんですけども、中学３

年生には長井工業であったりは説明されている

と思うんですけども、逆に、やっぱりその下の

年代っていうのはどういった形で説明されてい

るのかというのはおわかりになりますでしょう

か。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 いわゆるキャリア教育のプロ

グラムというのが各中学校で持ってございまし

て、例えば１年生については、自分の特徴、よ

さ、何に向いているか、そういうことを知るで

あるとか、２年生になりましたら、どんな職業

が世の中にあるのかとか、そして３年生ではい

よいよ自分の進路をどういうふうに見定めるか、

そういうカリキュラムができてございますので、

その中で、さまざまその将来の職業について考

えるという場面は設定されてございます。 

 ただ、じゃあ、長井市内の企業についてどの

程度理解しているかということについては、や

はり２年生以下の生徒については若干薄いのか

なというふうに思ってございます。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 やはり長井工業高校に進

学する生徒をふやすためには興味を持っていた

だかないとどうしようもないというふうに考え

ておりますので、やはりそのような機会をぜひ

つくっていただきたいと思います。 

 この先日の長井商工会議所の工業部会の会長

さんとお話しさせていただいたときに、企業に

おいてプレゼンテーション用の資料を必ず持っ

てらっしゃるというふうに思っております。そ

ういったプレゼンテーションの資料に関しては、

自分のところの企業を当然アピールするわけで

すから、こういったものがつくれますとか、こ

ういった加工方法をやってます、うちの製品は

こういった部品のここの製品として使われてま

すというふうなプレゼンテーションのフイルム

ないしはパワーポイントを持ってらっしゃいま

すので、逆にそういったものを活用して中学生

であったり小学生に長井市内の企業を教えると、
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あと、興味を持たせるためには、まず目で見さ

せることが大事だと思いますので、そういった

時間がとれるというふうなことはできますでし

ょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 例えば、特定の企業だけにと

いうのはなかなか難しいかなというふうに思い

ますけれども、ただ、長井市内にこんな、例え

ば世界的に有名な商品で、その部品の一部をこ

こでつくってるんだよなんていうことについて

は、やはり児童生徒の将来に対する道をといい

ますか、夢を開かせるような、そういう取り組

みだと思います。 

 小・中学校、なかなか時間的に、じゃあそう

いうものがあるかといわれると非常に厳しいと

ころはあるんですけれども、職業講話というよ

うな形でとることは可能だというふうに思いま

すので、何らかの形でその辺、できるだけ３年

生だけじゃなくて、２年生、１年生から、そう

いうのに触れる機会というものを校長会と話を

しながら取り組んでいきたいというふうに思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 工業部会の会長も積極的

に協力するというふうなお話をいただいており

ますので、ぜひそういった機会を設けていただ

いて、長井市内の企業がどういったもの、トヨ

タであればトヨタのこの車のこの部品をうちは

つくってますというふうな、やっぱり子供たち

に夢が与えられるようなことができれば非常に

いいかなと思いますので、その辺はぜひ今後も、

まあ、工業部会とどういうふうな話になるかっ

ていうのはまだちょっとよくわからないんです

けども、コンタクトをとっていただいて、ぜひ

進めていただければと思います。 

 あと、荒砥高校で行ってる入学準備金という

話なんですけども、やっぱり長井市内では長井

高校もありますので、当然かなり難しい状況で

はあると思います。ただ、ある保護者の方と話

すと、やっぱり長井工業高校の入学志願者が減

ってる要因というのは、一番の問題点はフラワ

ー長井線の定期が高いことだというふうなこと

をおっしゃる方もいらっしゃいます。 

 私、ちょっと調べてみたんですけども、やは

り、参考としてなんですけど、今泉からあやめ

公園駅まで区間距離で16.5キロで、１カ月で

9,160円、３カ月だと２万6,110円、６カ月で４

万2,020円になると。参考に、今泉－米沢間で

距離は23キロなんですけど、１カ月で7,430円

で、３カ月ですと２万1,190円と。前に赤間議

員のほうから定期の補助金云々という話もあり

ましたけども、ただ、やっぱり定期の補助金と

なると、どうしても二重補助になってしまうと

いう部分がありますので、何らかの方策を考え

ていかないと、やっぱり長井市外から来る方が

一番今度少なくなる。 

 私、今泉に住んでるんですけども、やっぱり

長井市内の方が、逆に今泉まで電車、要するに

ＪＲに乗せるために車で送られてきているとい

うことも現実的に起きてますので、時間帯によ

っては今泉の道路も非常に渋滞してるというふ

うなこともありますので、やはりこの辺も考え

ていかないと、今後、長井工業であっても定員

割れっていう部分に関しては、聞いた話だと米

沢で米沢工業高校に入れない方は本来長井工業

に来るんですけど、やはり定期の金額が高いた

めに、そこで工業系を諦めて普通校、商業校に

行っちゃうというふうな話も聞いてますので、

やはりこういったことに関しては今後の検討課

題として何らかのことで進めていかないとまず

いんじゃないかと思うんですけども、教育長と

してはいかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 その定期代への補助等につい

ては、ここでは直接、教育委員会としては決定

いたしかねますので、ただ、関係部局と十分今
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後、話はしていきたいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、専攻科について産業参事にお伺いした

いんですけど、先ほど黒沢尻工業高等学校だと

思うんですけど、ここは３年間の後の２年間の

コースという考え方でよろしいのか、それとも、

高校３年間の中に専攻科があるという考え方で

よろしいんですか、それはどちらでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 ここは２年間の専攻科で、

10年前ほどにできたというふうに伺っておりま

す。 

（「高校終わってから２年」の声あり） 

○谷澤秀一産業参事 終わってから２年間です。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 実際行われている学校が

あるんであれば、当然非常に有利な形で進める

のかな、ゼロから進めるんではかなり大変だな

と思ってましたんで、あれば参考としていける

ので、非常にいいのかなと思っております。 

 あと、電柱関連に関しては、基本的に、やは

り車目線と言われても、車乗ってる人、見ない

ですよ。逆に気づいていないんですよね。走行

車線の反対側にあった場合、やはり見えない。

やっぱり前方注意してますから、側面にある広

告をずっと見てるかといったら、見てないと思

うんです。見てたら、もっと早く誰かおっしゃ

るんじゃないかと思ってるんですよ、あんだけ

薄くなってれば。多分見てないから、逆にわか

らないんで今まで放置されてんじゃないかなと。 

 ですから、本当にこの車用としてその看板が、

十字路とかとめるところであるんであれば、と

まりますからあたりを見渡しますけど、やっぱ

り走行してるときに脇を見るというのはなかな

かないことだと思いますので、その辺は検討課

題として持っていかなきゃなんないかと思うん

ですが、その辺はいかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 先ほど申し上げましたが、

やはりもう一度再考すべきというふうに考えま

すので、内部で検討させていただきたいと思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 今60万といっても少ない

金額ではないですから、やはりそこを有効な形

で使っていただいて、観光という部分に関して

は有効な手だてをぜひつくっていただければと

思います。 

 私の質問は以上で終わります。ありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位４番、議席番号６番、

鈴木富美子議員。 

  （６番、鈴木富美子議員登壇） 

○６番 鈴木富美子議員 こんにちは。創生会の

鈴木富美子です。よろしくお願いいたします。 

 道の駅川のみなと長井がオープンして約２カ

月が過ぎました。オープンのときは桜の花もオ

ープンを祝うかのように満開となり、長井にお

いでいただいた皆様に満足していただいたので

はないでしょうか。 

 桜が終わり、今度はつつじ公園の白つつじも

見事な花を咲かせ、多くの観光客においでいた

だきました。満開の白つつじの中での黒獅子ま

つりも天候に恵まれ、大盛況に終わったと思い

ます。来年も長井に来てみよう、来年は友達も

誘って来ようと言ってくださるお客様がふえた

ことに期待したいと思います。 

 それでは、幸せを感じるまちづくりを目指し、

通告書に従いまして一般質問に入らせていただ


